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調達要求番号： 

陸上自衛隊仕様書  
物 品 番 号      －  仕  様  書  番 号 

食器洗浄及び  

清掃作業部外委託  

作     成 令 和 ７ 年 １ ２ 月 １ 日  

変     更        令 和  年   月  日  

作 成 部 隊 等 名        仙台駐屯地業務隊  

1 総則  

1.1 適用範囲  

この仕様書は，陸上自衛隊の仙台駐屯地（以下「官側」という。）食堂において実施

する食器洗浄作業，食堂清掃作業などの部外委託について規定する。  

1.2 用語の定義  

この仕様書で使用する用語の定義は，次に定めるところによる。  

a) 契約担当官  

 食器洗浄及び清掃作業の部外委託に係わる契約を締結する者  

b) 検査官  

契約担当官の任命を受けて，補助者として食器洗浄及び清掃作業の部外委託に係わ

る契約履行の適否の検査を行う者  

c) 監督官  

契約担当官の任命を受けて，補助者として食器洗浄及び清掃作業の部外委託に係わ

る契約履行の過程における監督を行う者  

d) 受託者  

 食器洗浄及び清掃作業の部外委託契約を請け負う者  

e) 作業従事者   

この役務に直接従事する者  

f) 現場責任者   

作業現場における一切の責任を有し，作業従事者の管理，技術指導，官側との交渉等

に従事する者  

g) 作業従事者等   

現場責任者及び作業従事者  

1.3 本委託業務の概要  

官側の施設，器材を使用して，食器・配食缶類の洗浄 ,食堂 (事務室，厨房及び糧食倉

庫を除く。)の清掃及びこれらに付随する作業，並びに作業量の減少に伴う付加作業を

行うものである。  

 駐屯地において，洗浄する食器・食缶類の標準的な種類及び数量は表 1 のとおりで

あるが，災害等の不測事態，訓練等により食数の増減，喫食事間の変更をする場合，受

託者は官側との調整により柔軟に対応するものとする。  

 

2 役務に関する要求  

2.1 作業の条件  

2.1.1 受託者の作業条件  

受託者の作業条件は，次による。  

a) 日々の作業において，現場責任者を１名配置するものとし，官側が示す予定喫食

者数等に応じ，別紙第１「各月別予定食数」及び別紙第２「仙台駐屯地食堂におけ

る食器洗浄人員の配置（基準）」を基準として，作業従事者を適切に配置するもの

とする。 

b) 作業従事者については，身元保証が確実なことを確認したうえで編成するとと  

もに，事故防止，秘密保全その他関係法令などを厳守するものとする。  

c) 器材などの使用に当たっては，次の事項を遵守するものとする。  

1) 安全に万全を期す。  

2) 作業従事者自らが器材などを使用して負傷した場合は，受託者の責任と費用負

担において処置をするものとする。  

 3) 使用前の安全点検，使用後の点検・手入れによって，器材の故障を未然に防止す

る。 

なお，施設及び器材などの維持，修理は原則として官側の負担とする。   
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d) 本役務の実施に伴い，故意又は過失によって施設又は器材などに損害を与えた場

合は，速やかに監督官又は検査官に報告するとともに，受託者の責任において速や

かに現状に復旧するものとする。  

e) 使用する施設及び器材などは，本業務以外に使用してはならない。  

2.1.2 作業従事者の服務  

作業従事者の仙台駐屯地内における一般的な遵守事項は，隊員に準ずるほか、喫煙

の統制については官側の示す時間及び場所において行うものとする。  

2.1.3 作業従事者の作業条件  

作業従事者の作業条件は，次による。  

a) 日本国籍を持ち，心身ともに作業に支障がなく，かつ日本語で意思疎通ができる  

こと。 

b) 現場責任者は，勤務時間中，常時腕章またはこれに類するもの (帽子等 )を装着す

るとともに所在を明確にする。  

2.2 作業の内容  

2.2.1 食器・配食缶類の洗浄及びこれに付随する作業  

a) 喫食後の食器類（幹部食堂Ａホール及びＢホールにおける食器の回収含む。）を食

器洗浄機，洗剤などを使用して洗浄し，食器かごなどに分類・整理して収納の上，

指定の場所に格納する。この際，食器かご，食器消毒保管庫などの保管器材が汚れ

ている場合は洗浄・手入れする。  

b) 配食後の食缶類を水槽，洗剤などを使用して洗浄し，指定の場所に格納する。こ  

の際，保管棚などの保管容器が汚れている場合は洗浄・手入れする。  

c) 食器洗浄機，水槽，その他洗浄に使用した器材・用具は，使用後に洗浄・手入れ  

し，指定の場所に格納する。  

d) 作業終了後，食器洗浄室（下膳室含む。）を清掃する。  

e) 洗浄・乾燥後の食器類について，配食準備中に濡れ，汚れ等が認められた場合，再

度の洗浄又は清拭作業を実施する。また，新品の食器類についても使用前に洗浄を

実施する。 

 

2.2.2 食堂（事務室，厨房及び糧食保管庫を除く。）の清掃及びこれに付随する作  

   業  

a) 喫食前，食卓，椅子，食卓備付品などを雑巾又は布巾を使用して清掃する。  

b) 喫食前，食堂の床，ドア，手洗い場などを清掃器材・用具を使用して清掃する。特

に汚れている箇所は水洗い又は水拭きのうえ空拭きを行う。 

c) 作業終了後，清掃器材・用具を手入れし，指定の場所に格納する。  

d) 卓上献立等の掲示・交換及びアルコール消毒液の補充をする。  

2.2.3 厨房等整備日の清掃及びこれに付随する作業  

 毎月１回を基準として，食堂の床のワックスがけを含む清掃作業，排水溝の残飯・  

汚水・廃油等の清掃、食器洗浄作業器材の清掃・整備を実施する。 

2.3 作業量  

2.3.1 洗浄する食器・食缶類の種類，数量  

洗浄する食器・食缶類の種類，数量は表 1を基準とする。  
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表 1－洗浄する食器・配食缶類の種類，数量  

作業区分  

 

種類（個）  

平日  休日  

朝食  昼食  夕食  朝食ａ ）  昼食  夕食  

食器類  

飯わん  822 937 713 －  269 209 

汁わん  822 937 713 －  269 209 

菜皿又は角皿  822 937 713 －  269 209 

洋皿  822 937 713 －  269 209 

カレ－皿又は  

ラーメン丼  
822 937 713 －  269 209 

丼  822 937 713 －  269 209 

小皿  822 937 713 －  269 209 

小鉢  822 937 713 －  269 209 

コップ又は湯

のみ  
822 937 713 －  269 209 

盆  822 937 713 －  269 209 

はし（膳）       822 937 713 －  269 209 

スプーン各種  822 937 713 －  269 209 

ナイフ各種  822 937 713 －  269 209 

フォーク各種  822 937 713 －  269 209 

れんげ各種  822 937 713 －  269 209 

食缶類  食缶等  －     10 10 －  10 10 

注記 1 上記数量は ,一日あたりの数量とする。  

注記 2 上記食器類の組合せについては ,献立により変化する。  

注記 3 各月別予定食数は，別紙第１「各月別予定食数」による。  

注ａ）   休日の朝食については ,部隊配食を基準とする。  

 

2.3.2 各食後に清掃する食堂の面積及び食卓・椅子などの数量  

各食後に清掃する食堂の面積及び食卓・椅子などの数量は表 2 を基準とする。  

表 2－各食後に清掃する食堂の面積及び食卓・椅子などの数量  

区  分 面積又は数量  

食堂         ㎡  １，６８５  

食器洗浄室      ㎡  １５３  

食卓         個  ２７３  

いす         個  １，０９２  

食卓備付品      組  １５０  
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2.4 作業開始時刻及び終了時刻  

作業開始時刻及び終了時刻は，表 3を基準とする。  

表 3 

区  分 作業開始時間  作業終了時間  

平日  

朝食作業 ５時３０分  ８時３０分  

昼食作業 ９時３０分  １３時３０分  

夕食作業 １４時３０分  １９時００分  

休日  

朝食作業 －  －  

昼食作業 ９時３０分  １３時３０分  

夕食作業 １４時３０分  １８時３０分  

 

2.5 その他   

a) 作業の内容，作業量，作業開始時刻及び終了時刻については，日々の監督官が作

業の都度指示する。なお、季節又は喫食者数によって、配食時間の変更又は延長、

仮設の食堂を設置する場合がある。  

b) 作業実施間の服装は，常に清潔な作業服，エプロン，マスク等を着用するととも

に，名札を付けること。また，現場責任者は所在を明確にするため常時腕章又は

これに類するもの（帽子等）を装着する。  

c) 現場責任者（必要に応じ作業従事者）は，官側が実施する調理ミーティング等に

参加して，その日の特性（喫食人員数，会食の有無，運搬食数等）に基づき，調理

工程，配食時の給食業務作業従事者の配置等，調理及び配食の細部要領について認

識の統一を図るものとする。  

d) 現場責任者は，食器洗浄及び清掃作業の終始にわたり衛生管理・安全管理に留意

し，作業従事者に対し指示するものとする。  

e) 作業従事者等は，食中毒予防及び異物混入防止の観点から，大量調理施設衛生管

理マニュアル（厚生労働省  平成９年３月２４日付け衛食第８５号別添）を遵守す

るとともに，身体を常に清潔に保ち，時計，装飾品等の私物を厨房内に持ち込まな

い。また，名札，腕章等が容易に脱落しないように装着する。筆記具等の持ち込み

が必要な場合も，食品への異物混入を防止するため必要最小限とし，脱落，紛失し

ないように管理する。  

f) 現場責任者は，給食委員会等で意見があった場合は作業従事者全員に認識させる

とともに，作業の改善等を図った場合は，確実に作業従事者に履行させるものとす

る。 
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3 監督及び検査  

a) 各作業の実施時間，作業要領などについて監督官から調整を受けた場合は，現場

責任者は適切に対応するものとする。   

b) 各食の作業が終了したときは，検査官から表 4 に示す次の判定基準に基づき検査

を受けるものとする。  

表 4 

検査の時期等  検査項目 判定基準  

そ の 日 の 作 業 開
始時 

実施態勢 
献立、予定喫食者数及び配置基準等に

基づき、業務を履行するに足る作業従事
者等が確保されていたか  

衛生管理 

作業従事者等の健康状態の確認、指導
及び記録等の衛生管理態勢は確立されて
いたか 

業務に必要な衛生用消耗品の準備状
況、作業従事者の個人用被服等身だしな
みは良好だったか  

朝，昼，夕各食の
食器洗浄作業時  

食器、食缶等の洗

浄状況 

官側の指定した要領に基づき、食器、食
缶等の洗浄・手入れを行ったか  

指定した数量の食器、食缶等を、時間内
に洗浄したか  

朝，昼，夕各食の
清掃作業時  

清掃状況 
官側の指定した要領に基づき、食器洗

浄室、食卓、椅子及び食卓備付品の清掃を
行ったか 

朝，昼，夕各食の
作業終了時  

器具・用具等の洗

浄状況等 

官側の指定した要領・頻度に基づき、器
具等の洗浄・清掃・格納がなされていたか  

器具等の員数は不足していなかったか  

 

4 その他の指示  

4.1 衛生に関する事項  

a) 安全な給食を安定供給するため，次に掲げる法令等を遵守する。この際，以下の法

令等は入札又は見積書の提出時における最新版とする。  

1) 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）  

2) 食品衛生法施行令（昭和２８年政令第２２９号）  

3)   食品衛生法施行規則（昭和２３年厚生省令第２３号）  

4)  大量調理施設衛生管理マニュアル（厚生労働省  平成９年３月２４日付け衛食

第８５号別添）  

※  本マニュアル  ５（４）③に記述される，「１０月から３月までの間には月に１

回以上又は必要に応じてノロウイルスの検査を含めること。」については，受託

業者が必要に応じて実施し，受託業者の負担とする。  

5) 食品衛生法施行条例（平成１２年３月２８日宮城県条例第３３号）  

b) 作業従事者に係わる食中毒などが発生し，損害賠償が求められるなど官側が損害

を被った場合には，受託者が官側に対し損害賠償の責任を負う。  

c) 受託者は，官側がマニュアル別紙に示す従業者などの衛生管理点検表の点検項目

に不備を確認し，不適格と指示した者は，就業させてはならない。  

d) 作業従事者等の，新型コロナウイルス及びノロウイルスを含む感染症罹患からの

復帰に関しては，感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

１０年法律第１１４号）及び感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律施行規則（平成１０年厚生省令第９９号）に基づくとともに，ＰＣＲ検査等に

必要な検査費用等は，受託者の負担によるものとする。   
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4.2 提出書類      

受託者が，官側に提出する書類は，表 5 のとおりとする。提出時期に間に合わない

ことが予想された場合，受託者は速やかに官側へ通知し，今後の対応について協議す

るものとする。  

表 5―提出書類一覧  

提出書類名  提出頻度 提出時期 備  考 

作 業 従 事 者 一

覧  
年１回 

業 務 開 始 １ ０

日前まで 

提出後，従事者に変更があればそ

の都度提出する。  

作 業 従 事 者 菌

検索結果 

月１回 

以上 

毎月末まで（た

だし，受託年度

４ 月 分 は 業 務

開 始 の １ ０ 日

前まで） 

 

a) 菌検索結果には，腸管出血性大  

腸菌症検査を含めること。（必要

に応じてノロウィルスの検査を含

めること。）  

b) 菌検索実施機関発行の結果を  

提出  

c) 従事者に変更があればその都  

度提出する。  

作 業 従 事 者 勤

務割振表 

（勤務予定表） 

月１回 
翌 月 分 を 前 月

末まで 

a) 受託年度４月分は業務開始の  

７日前まで  

b) 従事者の変更の都度提出し，官

側の確認を受けるものとする。  

作業完了届  月１回 
当 月 分 を 翌 月

１０日まで  
 

4.3 受託者が使用できる国有財産   

a) 施設  

本委託業務に関係する陸上自衛隊仙台駐屯地食堂，厨房，控室及び更衣室  

b) 設備  

 受託者が使用できる設備は，表 6 のとおり。  

表 6 

区  分 数  量 

食器洗浄作業

器材及び清掃

器具  

かきあげ洗浄機（浸漬槽付），１号 ２台 

厨芥処理機，１号，分離形，Ｂ  ２台 

昇降式電気食器消毒保管庫  ５台 

蒸気式食器消毒保管庫，２号  ４台 

ポリッシャー  ３台 

食器洗浄用運搬車  所要数 

食器入れかご等  所要数 

c) 経費負担区分  

前２号の使用に伴う電気，ガス，水道等の使用料及び維持管理費用は官側負担と

する。ただし，受託者の故意又は過失により施設，設備，原材料及び配食前・中の調

理済み糧食品等に損害を与えた場合は，官側の指示に基づき受託者の費用負担にお

いて修復または同等品による補填等を行う。受託者は，この仕様書に疑義が生じた

場合は，契約担当官と協議するものとする。  

4.4 受託者の経費区分   

4.3 において官側負担とした費用を除き，作業従事者の被服，食器洗浄及び食堂清掃

作業に必要な消耗品，清掃用具，洗剤，事務用品，各種検査，衛生用消耗品等の本委託

業務に必要な全ての経費は受託者負担とする。  

別紙第３「（食器洗浄及び清掃作業業務）年間を通じて必要となる消耗品のリスト

（基準）」  

4.5 本委託業務の引継ぎ  

当該年度の受託者は，翌年度４月１日以降の本委託業務受託予定者から業務の引継

ぎに関する申し出があった場合は，当該引継ぎが当該年度内３月２１日まで完了する

よう協力しなければならない。   



7 
 

4.6 受託者の現場進出  

受託者は月１回以上駐屯地糧食班へ赴き，官側立会いの下食器洗浄及び清掃作業等

の状況把握を実施するとともに，作業従事者に対する現地指導を行い，官側と監督官

の履行の確行のための協議を実施するものとする。  

4.7 仕様書に関する事項   

受託者は，この仕様書に疑義が生じた場合は，契約担当官と協議するものとする。 

 

  



 
 

別紙第１ 

各月別予定食数 
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平日 休日 平日 休日 平日 休日 平日 休日 平日 休日 平日 休日

最大 898 649 938 652 964 679 1,350 712 1,017 616 858 525

最小 514 94 713 70 565 301 779 564 597 73 587 306

平均 777 511 809 344 764 455 996 620 825 299 741 448

最大 1,112 473 1,081 491 1,165 373 1,457 554 1,193 242 1,084 445

最小 661 87 673 74 728 112 813 175 595 65 604 139

平均 934 328 910 195 928 211 1,103 377 908 127 885 247

最大 987 390 911 354 900 231 1,245 463 942 159 860 292

最小 508 84 381 68 356 103 455 111 374 64 267 147

平均 737 252 713 141 671 145 878 283 677 103 631 204

１日 平均 2,448 1,091 2,432 680 2,363 811 2,977 1,280 2,410 529 2,257 899

平日 休日 平日 休日 平日 休日 平日 休日 平日 休日 平日 休日

最大 1,002 739 956 916 909 550 1,087 696 1,210 832 842 549

最小 610 395 735 478 509 74 659 74 726 357 413 156

平均 850 534 878 609 805 318 922 360 919 558 577 344

最大 1,242 481 1,114 603 1,009 341 1,231 498 1,201 419 1,052 508

最小 825 267 866 287 505 67 840 71 554 141 345 107

平均 1,009 376 974 387 895 175 998 289 943 268 760 250

最大 927 346 969 518 894 349 1,002 516 920 365 868 397

最小 448 218 473 182 340 66 512 70 346 123 180 109

平均 790 265 786 276 671 182 775 235 724 223 508 194

１日 平均 2,649 1,175 2,638 1,272 2,371 675 2,695 884 2,586 1,049 1,845 788

※は令和６年度の実績に基づく値

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

区分

朝食

昼食

夕食

月 １０月※ １１月※ １２月※ １月※ ２月※ ３月※

区分

朝食

昼食

夕食



 
 

別紙第２ 

仙台駐屯地食堂における食器洗浄人員の配置（基準）（一例） 
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別紙第３  

 

（食器洗浄及び清掃作業）年間を通じて必要となる消耗品のリスト（基準）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.4 受託者の経費区分に示す通り、上記表に記載のない本委託業務に必要な全て

の経費は受託者負担  

 

区分 Ｎｏ 品　　　　名 年間所要量 単位 規格 備　　考
1 作業服上衣 50 着 ＬＬ～Ｓ（長袖、半袖）
2 作業服下衣 50 着 ＬＬ～Ｓ
3 帽子（白） 25 着 ＬＬ～Ｓ
4 ビニール前掛け 25 着 ＸＬ～Ｍ（胸付）
5 白長靴 25 足 ２３．５～３０．０ｃｍ
6 シューズ 25 足 ２３．５～３０．１ｃｍ 食堂ホール用
7 エプロン 25 着 ＸＬ～Ｍ 配食用
8 使い捨てマスク 200 箱 １００枚入
9 爪ブラシ 25 個 ＢＣＭ－Ｗ 個人専用品として準備
10 スポンジ 40 個 Ｌ（９０～１５０ｍｍ）
11 ステンレスたわし 2 個 １０個入
12 亀たわし 12 個 １１０ｍｍ×８０ｍｍ
13 クリームクレンザー 12 本 ４００ｇ入
14 食器用洗剤（中性） 10 缶 ５Ｌ
15 食器用洗剤（塩基性） 10 缶 ５Ｌ 弱アルカリ性
16 食器用洗剤（漂白剤） 10 缶 ５Ｌ 除菌
17 食器洗浄器等用洗剤 10 缶 ５Ｌ 器材特性に応ずるもの
18 アルコール消毒液 3 缶 ５Ｌ 食卓，椅子，卓上品等
19 タオル又は布巾 100 枚 ３０ｃｍ×７０ｃｍ 卓上清掃用
20 床洗剤 5 缶 ２０Ｋｇ入
21 デッキブラシ 10 枚 アルミ・プラスチック製
22 モップ 10 個 アルミ・プラスチック製
23 水切り 2 個 １０個入
24 清掃用バケツ 5 個 φ３０ｃｍ×Ｈ３０ｃｍ
25 ポリ袋 5 箱 １００Ｌ用、２０枚入
26 アルコール消毒液 5 缶 ５Ｌ入り
27 手洗い石鹸液 5 缶 ５Ｌ入り
28 ペーパータオル 6 本 ３５パック入（１パック２００枚）

29 トイレットペーパー 6 個 ８個入（１個６ロール）

被
服
類

食
器
洗
浄
・
清
掃
作
業
に
必
要
な
消
耗
品

管
理
用
品
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